
平成２４年（２０１２年）８月１５日発行－３－　　（２３４号） 議 会 だ よ り

反
対
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
民
主
・
社
民
）

　

今
回
提
案
の
支
給
額
変
更
に
つ
い

て
、
民
主
党
・
社
民
ク
ラ
ブ
で
は
、

以
下
２
点
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
１
点
目
は
、
奨
学
資
金
運

営
委
員
会
に
諮
問
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
。
２
点
目
は
、
国
の
方
針
が
固

ま
っ
て
い
な
い
点
で
す
。
私
た
ち
と

し
て
は
、
こ
の
２
点
の
問
題
を
、
市

と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
手
順
を
踏

み
、
国
の
動
向
を
見
極
め
た
上
で
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
上
で
、
答
申
の
結
論
が
引
き
上

げ
賛
成
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
私

た
ち
も
賛
成
す
る
考
え
で
す
。

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

契
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
努
力
も

施
設
白
書
か
ら
は
財
政
的
に
施
設
の

維
持
管
理
は
難
し
い
が
現
時
点
の
認

識
は
。
形
公
共
施
設
の
総
費
用
は
行

政
費
用
全
体
の　

％
で
コ
ス
ト
圧
縮

３６

は
非
常
に
難
し
く
白
書
の
【
選
択
と

集
中
】
を
将
来
的
に
ど
う
考
え
る
か
。

径
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
税
収
構
造
の

変
化
で
南
口
再
開
発
の
効
果
は
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
公
共
施
設
維

持
管
理
に
は
今
後　

年
間
で
総
額
約

４０

　

億
２
千
万
円
、
年
間
平
均　

億
３

９７０

２４

千
万
円
が
必
要
。
過
去
５
年
間
の
施

設
改
修
費
の
約
２
・
２
倍
の
規
模
。

限
り
あ
る
行
政
経
営
資
源
活
用
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
す
。
形
市
民
サ

ー
ビ
ス
と
満
足
度
の
向
上
を
図
り
つ

つ
施
設
整
備
を
行
う
。
単
に
大
規
模

改
修
や
建
替
え
で
な
く
全
体
の
最
適

化
を
図
り
施
設
の
複
合
化
や
資
産
活

用
、
全
体
の
総
量
規
制
も
視
野
に
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

径
平
成　

年
１８

と　

年
の
税
収
比
較
で
２
億
１
千
万

２３
円
増
。

■
他
に
、
廃
油
回
収
の
取
組
等
質
問
。

（みどり・市民）みどり・市民ネット
（日本共産党 ）日本共産党小金井市議団
（民 主・社 民 ）民主党・社民クラブ
（公　明　党 ）小金井市議会公明党
（自民党小金井）自由民主党小金井市議団
（改 革 連 合 ）改革連合

会
派
の
略
称

○
委
員
会
の
行
政
視
察

ご
み
処
理
施
設
建
設
等
調
査
特

別
委
員
会

　

７
月
４
日
（
水
）

　

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式

会
社
：
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て

　

株
式
会
社
エ
コ
計
画
：
ご
み

処
理
施
設
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

　

８
月
１
日（
水
）～
２
日（
木
）

　

兵
庫
県
三
田
市
：
市
民
協
働

に
つ
い
て

　

大
阪
府
茨
木
市
：
空
き
店
舗

な
ど
商
業
振
興
策
に
つ
い
て

○
三
宅
村
友
好
都
市
交
流
視
察

　

７
月　

日（
火
）～　

日（
木
）

１７

１９

行

政

視

察

小
金
井
市
奨
学
資
金
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席　－ 欠席
付　
　

託　
　

先

議案の審議結果 会派名（人数）　 ※議長は除く
改
革
連
合

 

 
敢

自
民
党
小
金
井 
棺

公　

明　

党 
棺

民
主
・
社
民 
棺

日
本
共
産
党 
棺

み
ど
り
・
市
民 
款

承　認○○３
－１○○××即専決処分の報告及び承認について（小金井市市税条例の一部を改正する条例）第

２
回
臨
時
会

承　認○○３
－１○○××即専決処分の報告及び承認について（小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例）

承　認○○３
－１○○○○即専決処分の報告及び承認について（小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

原案可決○○３
－１○○×○即平成２４年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○建小金井市環境配慮住宅型研修施設条例

第
２
回
定
例
会

原案可決○○○○○○予平成２４年度小金井市一般会計補正予算（第２回）

同　意○○○○１
△３△○４

△１即監査委員の選任に関し同意を求めることについて

同　意○○○○○○即固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて

原案可決○○○○○○総外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例

原案可決○○○○○○建小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○即平成２４年６月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例
原案可決○○○○○○即平成２４年度小金井市一般会計補正予算（第３回）
可　決○○○○○○即小金井市立けやき保育園及びピノキオ幼児園移転改築等工事（建築工事）請負契約について
可　決○○○○○○即小金井市立けやき保育園及びピノキオ幼児園移転改築等工事（機械設備工事）請負契約について
原案可決○○○○○○即平成２４年度小金井市一般会計補正予算（第４回）
原案可決○○○○○○即小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例
否　決××××○○厚小金井市奨学資金支給条例の一部を改正する条例（議員提案）
原案可決○○○○○○即小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例に関する条例（議員提案）

否　決○○×××○１
×４即小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条例（議員提案）

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　　予：予算特別委員会

村
山
秀
貴
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
小
金
井
桜
の
復
活
に
向
け
て
モ

デ
ル
区
間　

杓
の
雑
木
の
伐
採
、
山

６４０

桜
の
植
栽
が
進
ん
で
い
る
が
契
新
し

い
桜
の
維
持
管
理
体
制
は
。
形
市
民

へ
の
説
明
並
び
に
民
間
団
体
と
コ
ラ

ボ
す
る
協
議
機
関
設
置
を
急
い
で
ほ

し
い
が
現
状
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
都
教
育
庁
が

委
託
業
者
を
通
じ
通
年
管
理
。
生
育

に
支
障
が
出
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
場

合
は
市
か
ら
都
に
連
絡
し
対
応
す
る
。

形
周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
は
秋
頃
に

開
催
予
定
で
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
う
。

協
議
会
の
立
ち
上
げ
は
こ
れ
か
ら
。

　

許
か
つ
て
小
金
井
市
が
提
供
し
た

桜
が
縁
で
締
結
さ
れ
た
北
上
市
と
の

災
害
協
定
だ
が
Ｐ
Ｒ
不
足
。
他
の
自

治
体
と
の
災
害
協
定
を
拡
充
せ
よ
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

６
月
下
旬

に
長
野
県
飯
田
市
と
締
結
予
定
。
福

岡
県
宗
像
市
と
も
調
整
中
。

　

距
重
要
な
資
源
で
あ
る
サ
ク
ラ
を

市
政
に
位
置
付
け
る
た
め
桜
憲
章
や

桜
保
護
条
例
な
ど
の
検
討
を
。

　

環
境
部
長　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

名名
勝勝　
小
金
井
桜
の
復
活
状
況

小
金
井
桜
の
復
活
状
況
とと

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針
はは

施
設
白
書
と
公
共
施
設
整

施
設
白
書
と
公
共
施
設
整
備備

計
画
、
行
革
を
問

計
画
、
行
革
を
問
うう

明治時代の画家である山本松雲が描く小金井橋付近の花見風景
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会議録の閲覧と検索

※原稿は市長部局の答弁も含めて
各議員が作成しています。

一 般 質 問
（３ページ～６ページ）
６月４・５・７・１１日

　市ホームページ内にある市議会サイト
では、平成１２年１月以降に開催された会
議録の閲覧をすることができます。また、
発言者やキーワードによる検索をするこ
ともできます。
　是非ご利用ください。
手
順
市ホームページ右下【市議会】→
【会議録の検索と閲覧】をクリック


